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｢先生，これでいいですか。｣からの脱却

－基本的な考え－ 絵に表す活動の指導①

絵に表す活動は身近な造形活動であり，全ての造形活動の基本となる活動です。一方で，

教師にとっても，子供たちにとっても，悩ましい課題が山積する活動でもあります。新学習

指導要領に基づきながら，絵に表す活動の指導のポイントについてシリーズで解説します。

１ ｢先生，これでいいですか。｣

この言葉を聞いたときの違和感は，子供た

ち自身の作品であるにもかかわらず，子供たちが，｢これで

いいですか。｣と，作品の完成について教師に許可を求めて

いることから感じられる違和感です。子供たちからこの言葉

が発せられるまでには，次のような状況があると思われます。

子供たちの作品を｢よい作品にしたい。｣という願いは，教

師が当然もっている願いです。だからこそ私たち教師は，

「よい作品とは，どのような作品なのか。」ということにつ

いて考えなければならないのではないでしょうか。そして，

私たち教師には，子供たちが「自分にとって本当に価値のあ

るよい作品」を表現することができる指導について考えてい

く必要があるのです。

本シリーズでは，小学校図画工作科の｢絵に表す活動｣を切

り口としますが，｢絵に表す活動｣だけではなく，幼児教育の

｢表現｣から，小学校での｢図画工作科｣，中学校での｢美術科｣，

高等学校での｢芸術科(美術,工芸)｣までの美術教育全般につ

ながるものとして理解していただけると幸いです。
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○ 授業の中で，教師から子供たちへ，教師がもつ｢よい

絵｣のイメージに近付けるための指導がなされていた。

○ 授業以前に，大人から子供たちへ，大人の考える｢よ

い絵｣，｢子供らしい絵｣の視点による作品への批評や，

理想に近付けるための指導や言葉掛けがなされていた。

題材の終盤，子供たちから，｢先生，こ

れでいいですか。｣という言葉が発せられ

ることがあります。皆さんは，この言葉

に違和感を感じたことはありませんか。
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２ 「子供たちにとって価値あるよい作品」とは

活動の中で子供たちは，自分の思い(主題)を

基にして自分の作品や活動を見つめ，｢この形

で合うかな。｣,｢色はこれでいいかな。｣と自己内対話を繰り

返しながら試行錯誤し，表現していきます。この自己内対話

や友達との意見交流の中で発揮され，高められていくのが

｢思考力，判断力，表現力等(従来の｢発想・構想の能力｣と

｢鑑賞の能力｣)」です。また，試行錯誤しながら表現する際

に発揮され，高まっていくのが「技能(従来の｢創造的な技

能｣)｣です。このように主題の実現に向けて試行錯誤しながら

表現することで，子供たちには資質・能力が育まれていくのです。

そして，主題を実現するために試行錯誤して完成した作品は，

結果的にどのような仕上がりになっていたとしても，子供たちの

主題が反映されており，子供たちの成長に必要な作品であった

ということになります。これがその子供にとってよい作品であ

り，よい作品は，「子供たちの数だけ」存在するのです。

教師の助言や指導も，子供たちに，｢主題を実現するには

どうすればよいか。｣と考えさせ，子供たち自身が試行錯誤

する中で実現できるように行う必要があります。主題の実現

へ向けた助言や指導を心掛けることで，子供たちからは，

｢これでいいですか。｣ではなく，｢こんな感じにしたいので

すが，悩んでいます。アドバイスをください。｣といった課

題解決を意図した言葉が発せられるようになるのです。

指導しているとどうしても作品の出来映えが気になってし

まいます。しかし，教師が出来映えを気にすると，教師がイメージする｢よい絵｣にする指導に

なりがちであり，子供たちの資質・能力を育成するという目的を実現することが難しくなりま

す。以上のことから，一つの型や方法に固執した指導や，特定の表現のための表し方を身に付ける

ような偏った指導を行うことは，厳に慎むべきなのです。

＜コラム＞ 学習指導要領解説から

学習指導要領解説では，小学校の｢絵や立体，工作に表す活動｣，中学校の｢絵や彫刻に表現

する活動｣の内容について，次のように示されています。（強調は筆者）

つまり，絵に表す活動は，他の造形活動と同様，子供たちが｢思い(主題)｣を実現するため

に行う活動であり,その自己実現を図る中で資質・能力を育成する学習活動なのです。

…児童が感じたこと，想像したことなどのイメージから，表したいことを見付けて，好きな形や
色を選んだり，表し方を考えたりしながら技能を働かせて表すことである。学習活動としては，
児童は，およその目的やテーマを基に発想や構想を行い，自分なりの技能を活用しながら表し方
を工夫して思いの実現を図っていくことになる。(小学校学習指導要領解説図画工作編p27)

…これらの活動では，表したい主題を生み出し表現の構想を練るなどの発想や構想に関する資質・
能力と，発想や構想を基に材料や用具などを工夫して表す技能が組み合わさって働くことが重要
であり，学習としてこれらの資質・能力を明確にし，調和を図って育成することが求められる。

(中学校学習指導要領解説美術編p26)

よい絵って，どんな絵

なんでしょうか…。
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３ 鍵は「主題」をもつこと

題材の終盤になり，仕上げに入っていて

も，主題を意識せずに活動をしている子供たちがいることが

あります。もちろん小学校の低～中学年では，遊んでいる感

覚から発展して表現していることが多いので，活動の途中で

思い(主題)が定まってきたり，表現する中で思い(主題)が変

わったりする子供たちもいます。「造形遊び｣も，途中から

思い(主題)が生まれてくる題材です。また，高学年以上の子

供たちの中には，｢主題がない。｣と言いながら，全く主題が

ないわけではなく，意識できていない主題が潜んでいること

も多いのです。主題を実現するための試行錯誤の中にこそ資

質・能力を育む機会があることを考えると，小学校低学年の

子供たちでも，仕上げに向かうまでの活動の中で，｢楽しか

ったことをかきたいな。｣といった思い(主題)を意識させる

ことが大切になります。

主題を明確にすることで，授業が次のように変化します。

子供たち一人一人が，自分の主題と自分の作品を，〔共通

事項〕を視点として照らし合わせて試行錯誤することによっ

て思考力，判断力，表現力等や技能が発揮され，育まれること，そして，教師の助言や指導も

主題と表現の関連を考慮して行われることを考えると，全ての鍵は子供たち一人一人が主題を

もつことにあると言えます。そして，指導の大きなポイントが題材の流れの中でも「導入」の場

面，つまり題材と出合う「思いをもつ場面」であることが分かります。

ア 子供たちの表現へ向かう姿勢が変わる。
→ 自分の表現の目的が明らかになり，方向性を意識で
きる。こだわりを強くもてる。

イ 指導と評価が変わる。
→ 子供たちが主題を実現するのを助けるための指導や
助言，評価に変わる。

ウ 絵をかくことへの認識が変わる。
→ かかされている活動から，主体的な表現，課題解決
の活動へと変わる。

＜コラム＞

美術教育の題材の流れ

は，右の図のように〔共

通事項〕を中心とした表

現と鑑賞の一体的指導と

なることが望ましいです。

（詳しくは指導資料「図

画工作科・美術科第44号｣

を参照のこと。）絵に表

す活動の流れも，この考

え方を基本として設定す

ることが大切です。 図 〔共通事項〕を中心とした表現と鑑賞の一体的指導

思い（主題）をもたせる

ことが，大切なんです。
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４ 絵に表す活動の流れ

従来，絵に表す活動の流れは，活動の特性

から，｢線描(下がき)」→「彩色｣の二つの場面で考えられ
さいしき

ることが多かったのではないでしょうか。子供たちも，画

面全体に色をのせると，｢できた。｣と，活動が終了したよ

うに捉え，表現への意欲を失いがちになります。しかし，

完成へ向けて，主題と自己の表現を照らし合わせながら試行錯

誤していく時間は，創造的な技能を発揮する大切な時間であり，

図画工作・美術科の授業において外すことができない時間です。

そこで，子供たちの思考の流れを考慮し，活動の流れを

下の表１のように設定することが望ましいと考えます。特

に子供たちに伝えておきたいのが，一度彩色が終わった後，

更に仕上げるために，④の｢仕上げる場面｣を設定することです。

そうすることで子供たちに，全体に色をのせ終わっても主

題を実現させていくために更に工夫し続けることが重要で

あることを，題材の最初から意識させることができます。

また，③と④の場面の間に，友達と意見交流をする｢中間

鑑賞｣を設定することは，活動の転機となり，主題を追求し

ていくのに効果

的です。

なお，読書感

想画のような想

像を広げて表現

する題材では，

発想を広げ，構想を十分に練ることが極めて大切に

なるので，①のエとは別にアイデアを固める｢発想・

構想の場面」を設定する必要があります。特にポス

ター等の「機能的な表現」に取り組む際は，目的を明

確にする必要があるので，「発想・構想の場面」で

も「中間鑑賞」を行うことが効果的です。

そして，題材の最後に自分の活動を振り返らせる

中で，これらの試行錯誤により主題を実現できたこ

とや，創造性を発揮できたこと，自分たちの資質･能

力が高まったことを実感させることは，学びを深め

る上で大きな意義があります。
次号は｢思いをもつ場面｣
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表１ 絵に表す活動の流れ
順 場面 子供の姿（例）

思
ア ｢表現したい｣という思いを高める・

い
主題をもつ。

① を
イ 題材のねらいが分かる。

も
ウ 〔共通事項〕に気付く。

つ
エ 思い(主題)を基に表現したいもの・
ことについて発想・構想を広げる。

線 ア アイデアスケッチをする。

②
描 イ 新しい技法を学ぶ・試す。
す ウ 構図・配置を決める。
る エ 下がき(線描)する。

彩 ア 主題を意識して彩色する。

色
イ 新しい技法を学ぶ・試す。

③ す ウ 色彩の美しさに気付く。

る
エ 試行錯誤する。

仕
上
ア 主題と作品を〔共通事項〕を視点と

④
げ

して照らし合わせ，課題に気付く。

る
イ 課題の解決へ向けて試行錯誤を繰り
返す。

ア 互いの表現に感じたよさを，〔共通

⑤
鑑 事項〕を視点に分析し，言葉にして伝
賞 え合う。
イ 自分の取組を振り返る。

中間鑑賞

子供たちの，思考の流れを考

えると，こうなりますよね。


